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年間指導計画・評価規準例 

 
 

 

 

 

１ 教科の目標（講座のねらい） 

・音楽の諸活動を通して，生徒が感性を働かせて個性豊かに表現したり主体的に味わって鑑賞したりする能

力を伸ばし，生涯にわたり音楽を愛好する心情を育てる。 

・音楽が醸し出すよさや美しさなどを感じ取り，そこに質的な価値を見いだせる感性を高める。 

・音や音楽を知覚・感受し，思考・判断・表現する過程を通して，個性豊かな表現と主体的な鑑賞の能力を

伸ばす。 

・音楽と生活とのかかわりについて考え，音環境への関心を高める。 

・楽曲固有のよさや美しさを味わい特徴について理解を深め，文化的・歴史的背景などを踏まえた広い視

野で音楽を捉えることで，音楽文化への理解を一層深める。 

 

２ 育てたい生徒像 

「音楽Ⅱ」では「音楽Ⅰ」の学習を基盤として，生涯にわたって音楽を愛好する心情をはぐくむことを重

視したい。そのためには，音楽のよさや美しさを感じ取り，質的な価値を見出していくための感性を高める

ことを基礎として，一人一人が個性豊かに表現したり，主体的に味わって鑑賞したりできる能力を育ててい

きたい。表現，鑑賞にあたっては，生徒自らが感性を働かせて音楽を形づくっている要素を知覚・感受し，

さらにはそれらの要素と働きを理解して，思考・判断・表現できるようにすることで，これまで以上に豊か

な経験が積み重ねられる。また，感性や知覚を通して音楽を認識する力が一層深まっていくと考えている。 

また，音楽の文化的・歴史的背景など広い視野で音楽を捉え，特に我が国や郷土の伝統音楽を取り上げて

生徒自身と音楽とのかかわりに関心をもたせ，音楽文化の理解を深めたい。 

 

３ 授業の内容と学習方法 

（1）独唱・斉唱から合唱まで多様な表現形態による歌唱を通して，日本語及び外国語の歌詞の内容や楽曲の

文化的・歴史的背景，曲種に応じた発声の特徴と表現上の効果とのかかわりを理解して，個性豊かな歌

唱表現をする。 

（2）我が国及び郷土の伝統音楽や世界各地の諸民族の音楽の特徴を知り，音楽のよさや美しさなどの特徴に

ついて理解を深める。 

（3）個性豊かな表現をするために必要な器楽（和楽器やリコーダー，ギター，ハンドベルなど）の奏法を身

に付ける。また，独奏，重奏や合奏，声や楽器を組み合わせた表現，身体表現など様々な表現形態で学

ぶ。 

（4）表現したい音楽のイメージをもって音を出しながら，その音の質感を感じ取り，音楽を形づくっている

要素とその働きを理解しながら，音楽へと構成していけるよう創造的に創作する。 

（5）演奏形式による楽曲の特徴の違いを学んだり，舞台芸術作品を鑑賞したり表現活動を行ったりして，音

楽表現の多様性や美しさに気づき，それらを育んだ文化や他芸術との関連を踏まえて主体的に鑑賞する。 

（6）音楽を形づくっている諸要素を知覚し，それらの働きが生み出す特質や雰囲気などを感受しながら，そ

れらが楽曲をどのように特徴づけているかについて理解し，思考・判断して創造的な表現，主体的な鑑

賞を行う。 

 

芸術科 ｢音楽Ⅱ｣ 

 

シラバス 

単位数 ２単位 担当者  

学科・学年・学級 科 第 学年  組 

使用教科書・副教材等 音楽Ⅱ改訂版 Tutti 



TuttiⅡ改訂版　年間指導計画・評価規準例

表現／鑑賞 鑑賞

主教材
副教材

代替え教材
音楽への関心・意欲・態度 音楽表現の創意工夫 音楽表現の技能 鑑賞の能力 ア イ ウ エ ア イ ウ エ ア イ ウ エ ア イ ウ エ （２） （３） （４） （５） （６） （７） （８）

4
日本歌曲の魅力

～「形式」の違いを生か
して～

形式(有節歌曲形式と通作歌
曲)による表現の違いを生か
し，曲想を歌詞の内容や楽曲
の背景などとかかわらせて理
解し，イメージをもって歌う。

歌唱
○からたちの花
○ペチカ
◆ 豊かな歌声のために

○朧月夜　○我は海の子
○ちいさい秋みつけた　○落葉松

○ ○ ○ ○

曲想と歌詞の内容，楽曲の背景とのか
かわりを理解し，また有節歌曲形式と通
作歌曲形式の違いによる効果を生かし
て歌うことに主体的に取り組もうとしてい
る。

速度，旋律，強弱，形式を知覚し，それ
らの働きが生み出す特質や雰囲気など
を理解しながら，曲想を歌詞の内容や
楽曲の背景とかかわらせて，どのように
歌うか表現意図をもっている。

曲想を歌詞の内容や楽曲の背景とかか
わらせるとともに，形式による違いを理
解し，イメージをもって音楽表現をするた
めに，必要な歌唱の技能を身に付け，
個性豊かに表している。

○ ○ 〇 ○ 〇

5
プレゼンテーション

「私の好きな『音楽』と
『作曲家』」

声や楽器の音色の特徴と表現
上の効果とのかかわりを理解し
て鑑賞し，楽曲の文化的・歴史
的背景について理解を深めて，
それらの価値についてプレゼン
テーションをする。

鑑賞 ○ ○ ○ ○ ○

様々な時代の音楽や作曲家の特徴と，
その文化的・歴史的背景との関連に関
心をもち，鑑賞すること，プレゼンテー
ションすることに主体的に取り組もうとし
ている。

音楽を形づくっている要素を知覚し，そ
れらの働きが生み出す特質や雰囲気な
どを理解しながら，楽器の音色の特徴と
表現上の効果とのかかわりを感じ取っ
て楽曲を解釈し，それらの価値を考えて
音楽に対する理解を深め，よさや美しさ
を主体的に味わって聴いている。

○ ○ ○ 〇 〇

6
構成を工夫してアンサ

ンブルを創ろう

動機の特徴を生かし，反復，変
化，対照などの構成を工夫し
て，イメージをもって創造的に
創作する。

創作

◇B 音素材の特徴を生かし
て，構成を工夫しながら音楽を
つくろう
○ケチャ・パーティー
□African peace piece
◆楽典

◇C 『どじょっこ ふなっこ』で変奏
曲をつくろう
□つきをよぶうた

○ ○ ○ ○ ○ ○

動機の特徴を生かして，反復，変化，対
照などの構成を理解して工夫し，イメー
ジをもって創造的に音楽をつくることに
意欲的に取り組もうとしている。

リズム，速度，テクスチュア，強弱，形
式，構成を知覚し，それらの働きが生み
出す特質や雰囲気などを理解しながら，
動機の特徴を生かして，反復，変化，対
照などの構成を考え，イメージをもって
音楽表現を工夫し，どのように音楽をつ
くるか表現意図をもっている。

動機の特徴を生かし，反復，変化，対照
などの構成を理解して，イメージをもって
音楽表現をするために必要な技能を身
に付け，創造的に表している。

〇 ○ 〇 〇 〇 〇

7
楽器の特徴を生かした
アンサンブルの楽しみ

リコーダー，ギター，ハンドベル
の音色や奏法の特徴と表現上
の効果とのかかわりを理解し，
曲想にあった音楽表現を工夫
して，イメージをもってグループ
ごとに演奏する。

器楽 〇 ○ 〇 〇

リコーダー，ギター，ハンドベルの音色
や奏法の特徴と表現上の効果とのかか
わりを理解し，それらを生かして演奏す
ることに関心をもち，主体的に取り組もう
としている。

リコーダー，ギター，ハンドベルの音色
やテクスチュア，形式，構成を知覚し，そ
れらの働きが生み出す特質や雰囲気な
どを理解しながら，様々な表現形態の特
徴を生かした音楽表現を工夫し，どのよ
うに演奏するか表現意図をもっている。

リコーダー，ギター，ハンドベルの奏法
やその特徴を生かした音楽表現をする
ために必要な技能を身に付け，個性豊
かに表している。

○ ○ ○ ○ 〇 〇 〇

オペラやミュージカルといった舞台芸術
の特徴を理解し，それらの文化的・歴史
的背景や作曲家に関心をもち，鑑賞す
ることに主体的に取り組もうとしている。

音楽を形づくっている要素を知覚し，そ
れらの働きが生み出す特質や雰囲気な
どを感受しながら，舞台芸術の特徴を理
解し，それらの価値を考えて音楽に対す
る理解を深め，よさや美しさを主体的に
聴いている。

曲想と歌詞の内容，それぞれの舞台芸
術の表現方法の違いについて理解し，
それらを生かして歌うことに主体的に取
り組もうとしている。

音色，リズム，速度，旋律，強弱を知覚
し，それらの働きが生み出す特質や雰
囲気などを理解して，曲想を歌詞の内
容とかかわらせ，それぞれの舞台芸術
の特徴を生かした表現方法を工夫して，
どのように歌うか表現意図をもってい
る。

それぞれの舞台芸術の発声を生かした
音楽表現をするために，必要な歌唱の
技能を身に付け，個性豊かに表してい
る。

10 音階の不思議

音階の特徴を生かした旋律を
つくり，音楽を形づくっている要
素の働きや構成を工夫して，自
己のイメージにあった創造的に
音楽を創作する。

創作
◇A 音階から音楽をつくろう
◆楽典

◇B 音素材の特徴を生かして，
構成を工夫しながら音楽をつくろ
う
◇C 『どじょっこ ふなっこ』で変奏
曲をつくろう

○ ○ 〇 ○ ○ ○

音階が醸し出す楽曲の雰囲気を感じ
取って理解し，旋律をつくることに関心を
もち，イメージをもって創造的に音楽を
つくることに主体的に取り組もうとしてい
る。

音色，リズム，旋律，テクスチュア，形
式，構成を知覚し，それらの働きが生み
出す特質や雰囲気などを理解しながら，
音階の特徴を生かした旋律をつくり，イ
メージをもって音楽表現を工夫し，どの
ように音楽をつくるか表現意図をもって
いる。

音階から旋律をつくるために，必要な創
作の技能を身に付け，創造的に表して
いる。

○ ○ ○ 〇 〇 〇

11
歌唱表現の工夫

～「表現形態」による特
徴を生かして～

表現形態による歌唱の特徴や
表現上の効果を生かして、いろ
いろな歌唱曲に親しむととも
に，曲想を歌詞の内容や楽曲
の背景とかかわらせて理解し、
イメージをもって歌唱をする。

歌唱 ○ ○ ○

様々な表現形態による歌唱活動に関心
をもち，それらの歌唱の特徴と表現上の
効果を生かし，曲想を歌詞の内容や楽
曲の背景とかかわらせ理解して歌うこと
に主体的に取り組もうとしている。

旋律，テクスチュア，強弱を知覚し，それ
らの働きが生み出す特質や雰囲気など
を理解しながら，様々な表現形態による
歌唱の特徴を生かし，歌詞の内容とか
かわらせて，どのように歌うか表現意図
をもっている。

様々な表現形態による歌唱の特徴と表
現上の効果を生かし，曲想を歌詞の内
容とかかわらせて，イメージをもって音
楽表現をするために必要な歌唱の技能
を身に付け，創造的に表している。

○ ○ ○ ○ 〇 〇 〇 〇

箏の音色や奏法の特徴と表現
上の効果とのかかわりを理解し
て，表現を工夫する。またその
音楽表現に必要な技能を身に
付ける。

器楽 ○ ○
箏の音色に関心をもち，基礎的な奏法
を身に付けて，それらを生かして演奏す
ることに主体的に取り組もうとしている。

箏の音色や旋律の特徴を知覚・感受し
ながら，音楽表現を工夫し，どのように
演奏するか表現意図をもっている。

箏の奏法の特徴を生かした音楽表現を
するために，必要な技能を身に付け，個
性豊かに表している。

○ ○ ○ 〇 〇 ○

人形浄瑠璃（文楽）の特徴を理
解して，それらの文化的・歴史
的背景に関心をもって鑑賞し，
作品のよさや面白さ，価値につ
いて考える。

鑑賞 〇 〇 〇 〇 〇

人形浄瑠璃（文楽）の特徴を理解し，そ
れらの文化的・歴史的背景に関心をもっ
て，鑑賞することに主体的に取り組もう
としている。

音楽を形づくっている要素を知覚し，そ
れらの働きが生み出す特質や雰囲気な
どを感受しながら，人形浄瑠璃（文楽）
の特徴を理解し，それらの価値を考えて
音楽に対する理解を深め，よさや美しさ
を主体的に聴いている。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

1 音楽会を開こう！

音楽Ⅱの授業で学んだ教材の
中から，グループで選んだ楽曲
や創作した楽曲について演奏
発表を行い，演出上の効果も
検討しながら音楽会をつくる。

歌唱
器楽
創作

〇□これまで取り扱った教材よ
り選択

(○) (○) (○) (○) (○) (○) (○) (○)

グループで選曲，または創作した楽曲
の特徴や雰囲気，楽器の音色や奏法，
演奏形態などを生かして，表現すること
に主体的に取り組もうとし，演奏発表会
の企画・演出をすることに主体的に取り
組もうとしている。

グループで選曲，または創作した楽曲
の特徴や雰囲気，楽器の音色や奏法，
演奏形態などを生かして，音楽表現を
工夫し，どのように歌うか，演奏するか，
また創作するか表現意図をもっている。

創意工夫をした音楽表現をするために，
必要な歌唱や器楽，創作の技能を身に
付け，個性豊かに表している。

(○) (○) (○) (○) (○) (○) (○) (○) (○) (○) (○) (○) 〇 (〇) 〇

郷土の音楽を知ろう! 歌唱

声や楽器の音色の特徴やその表現上
の効果，楽曲の文化的・歴史的背景と
のかかわりに関心をもち，表現すること
に主体的に取り組もうとしている。

わが国及び世界の音楽における，声・楽
器の音色やリズム，旋律を知覚し，それ
らの働きが生み出す特質や雰囲気など
を理解しながら，楽曲の背景とかかわら
せて，どのように歌うか，また演奏する
か表現意図をもっている。

わが国及び世界の音楽の特徴を生かし
た音楽表現をするために，必要な歌唱
の技能を身に付け，個性豊かに表して
いる。

〇 〇 〇 〇 〇 〇

世界のいろいろな声・
楽器

鑑賞

わが国及び世界の音楽における声や楽
器の音色の特徴や表現上の効果，その
文化的・歴史的背景に関心をもち，鑑賞
することに主体的に取り組もうとしてい
る。

音楽を形づくっている要素を知覚し，そ
れらの働きが生み出す特質や雰囲気を
感受しながら，わが国や世界の音楽に
おける声や楽器の音色の特徴と表現上
の効果とのかかわりを感じ取って，その
文化的・歴史的背景を踏まえて音楽の
価値を考え，よさや美しさを主体的に味
わって聴いている。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

3 混声合唱の豊かな響き

合唱活動に関心をもち，歌詞の
内容と音楽を形づくっている要
素のかかわりについて理解し，
音楽表現を工夫してクラス合唱
をする。

歌唱
〇大きな古時計
〇あなたはどこに

○ほたるこい
○Amazing grace
〇シューベルトの子守歌
〇学生歌　〇Moon River
〇Ave verum corpus
○Stand by me

〇 ○ ○ ○ ○
混声合唱の特徴に関心をもち，それら
の演奏効果を生かして歌うことに主体的
に取り組もうとしている。

音色，速度，旋律，テクスチュア，強弱な
どを知覚し，それらの働きが生み出す特
質や雰囲気などを理解しながら，曲想を
歌詞の内容にかかわらせて，イメージを
もって音楽表現を工夫し，どのように歌
い合わせるか表現意図をもっている。

曲想を歌詞の内容とかかわらせて理解
し，イメージをもって音楽表現を工夫し，
声を合わせるために必要な歌唱の技能
を身に付け，個性豊かに表している。

○ ○ ○ ○ 〇 〇 〇

歌唱

学習指導要領

鑑賞

表現

器楽 創作

内容の取り扱い教材
○歌唱教材　　◇諸要素，創作教材　□器楽教材

　◆知識理解教材　◎鑑賞教材
（自作教材を含む）

音楽を形づくっている要素

音色
リズ
ム

評価規準例

表現

速度 旋律

テク
ス

チュ
ア

強弱 構成形式

学習
の領
域

学
期

月 学習のねらい題材名・単元名

○ ○ ○

○ ○○ ○

オペラやミュージカルの特徴と
表現上の効果とのかかわりを
理解して，それらの文化的・歴
史的背景や作曲家に対する理
解を深めて鑑賞し，作品のよさ
や面白さ，価値について考え
る。

◎各学校の地域にある郷土の
音楽
○こきりこ節

◎世界の声と楽器
〇草原情歌
〇故郷の春

以下の鑑賞曲の中から生徒が曲を選択する。
◎教皇マルチェルスのミサ　◎キャロルの祭典　◎歌曲集『冬の
旅』　◎歌曲集『六つの子供の歌』　◎ピアノ・ソナタ第8番　◎無伴
奏ヴァイオリン・ソナタ　◎弦楽四重奏曲 第67番 ニ長調　◎ピアノ
三重奏曲 ニ短調　◎管弦楽組曲 第2番 ロ短調　◎弦楽セレナー
デ ハ長調　◎交響詩『ティル・オイレンシュピーゲルの愉快ないた
ずら』　◎ラプソディー・イン・ブルー　◎交響曲 第40番 ト短調　◎
交響曲 第9番 ホ短調　◎合奏協奏曲集『調和の霊感』から第11番
ニ短調　◎ピアノ協奏曲 第2番 ハ短調　◎アルヴァマー序曲　◎
吹奏楽のための『深層の祭』　他
◆西洋音楽の流れ　◆西洋音楽タイムトラベル　◆音楽史と史実
◆音楽の魅力を言葉で伝えよう

2

○舞台芸術の世界

□『管弦楽のための木挽歌』から
○谷茶前

○ブンガワン・ソロ

3
学
期

（３）「音楽Ⅰ」(2)～(8)

12

日本及び世界の民謡，郷土の
音楽の旋律や，声・楽器の音色
の特徴，それらの楽曲の文化
的・歴史的背景に関心をもち，
音楽に対する理解を深め、そ
の価値について考えて、歌唱・
鑑賞をする。

和楽器(箏)の響きと日
本の音楽

□六段の調

◎ 人形浄瑠璃（文楽）『国性爺
合戦』
◆日本音楽の流れ

◆和楽器のしらべ
□てぃんさぐぬ花
□松の緑
□『管弦楽のための木挽歌』から
□こきりこ節
□谷茶前

鑑賞
(歌唱)

9

グループごとに曲を選択する。
□Air　□Jupiter　□アニメ・メドレー２　□星に願いを 　□なごり雪
□Cavatina　□好きにならずにいられない　　□The raiders march
◆Start Up!！Playing the Guitar　◆リコーダー運指表

1
学
期

2
学
期

◎オペラ『椿姫』
◎ミュージカル『キャッツ』
◆ミュージカルが生まれる

○乾杯の歌
○Memory

○女心の歌
○ときめく心に
○Shall we dance?
○A whole new world

グループごとに曲を選択する。
○マイステージ　○瑠璃色の地球　○島唄　○川の流れのように
○Tomorrow　○小さな空　〇いつも何度でも　○見上げてごらん
夜の星を　○Ave Maria　○カタリ・カタリ　○はかなし愛の誓い　○
歌の翼に　○愛の願い　○美しき五月に　○愛の讃歌　○枯葉
○ソルヴェイグの歌　○母が教えた歌　○You raise me up　○
Moon River　○Top of the world　○Let it be　〇君の瞳に恋して
る

○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇

（１） （２）

〇 〇 〇
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